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る

許種許

と 二免二免付
う

及許及

る 免証免証

す 種
規教規

は のびのび

者 許
第指第審 習則習則

、 教

査 指

導申 導

を 審第審第請 員条員条

る を項を項す 査１査１

月二免

二種許

十免証

六許及

日

定７
検第

能則
技規

のび

金

審第
員条

曜

以のン実合績

を項
査１

基あ

に下とト技格で

能

、上験準る

つ同し以試

と

て。そのにはこ

いじ

。

の）の成よ、

運の合績り

基あうー

転方格で行パ
のン

許に準るもセ

免法
験じ、ととト

試準はこ
。し以 をて

査

験
試

能 審技 係

必

法に
転
運
の 方車

動
自

を規

額日に
休

れまる

こ）す

、火定
曜除

当土を

相の日

にで

面日の

額、日

る日く

す

受の受の

北日前

の曜午

よによにき け表け表と

と定と定、 う規う規に

るるるる海

すすすす北

は習は習公

者教者教道

大導普導委

、指、指安

自資自資会

型員通員員

動格動格手

日

と定
う規

よに
け表

受の
、検
は能
者技
るる
すす

、上 動格
自資
通員
普定

の成

ううーその

い行パ

。もセ

北 ６

交号 海

番） 道

その

問審

警

の一

い査

察

他部

合に

本

のを

わ関

部

派次

せす

告

合 教す

５

技 等な
要

先る

識発発 に知格格 習る合
、 道旅代第代は

表表 関

ら

収国か

道び時

海及９

入民

項に技 教査習る

審教す

審教転技 導
指目関能 習

証第証料

車者車者数
員

二二条

第
法るつ自る

種大種普例

二
第証
車者

務

検す
能関識

技に知

種普

出の

道第運

定る

示

所よ

問

第

及う

い
合

びに 号 わ道

は在正

せ駐改

警

申の、

、所し
察

先称成

請名平

に、 本

客行２行

る置５

す位年

第に査 運自業条業審 路

了 法車業１関終 送動の
送のにる後 第運務項す
定令お 条事適規法お ２

ね ３及化すにむ 第業正
自関自い１ 項びにるつ

車の間 規動す動て週 に

能

す運法運知以 定車る

に

導習 査指能教 審習技
必教

てな

し要

査と必

員
車

動能

自技

なの 細

要習

て車識

の律自い動知

の

車のの

適第動

正
に）転識転

化号運知運

業の

す２行能

関第代技

律１関価

法第に評

る条
項す方

令関

成規法に

平にる法

定

及

送第業

運条事

路２送
項び

法３
定車

和規動

昭に自
行

律旅代

法る転

年す運
自業

第客
動の部

。所日

とび１

こ及月

告

区ら
管か

示施
る
和す

昭行

律転識内

警
道

海
北

年。

、上文 正し以、
に る転

よ のの成に 式その書 誤
基あ本 記格でり 筆合績

通 にはこに 験準る人 試

。知 よ、と

す り

で 審技し以実合績

運 目

その試基あ

能、上技格
にはこ

験の成験準る

試
方格でよ、と

査の合績

。 法基あり

はこうー 方に準る行パ

。のン

じ、ともセ

準
て

文、上

論し以

年すにす

で

筆合績

のの成

式その
はこ

験準る

試基あ

記格
。

よ、と

に
り

誤、上

正し以

）車業

号

で

筆合績

のの成

式その

記格 一試基あ 九験準る 六

。

よ、と

にはこ

り

ーる 行パ

第
示
告

部
本

察 とト

とト
のン
もセ。 う

セ、上

うーし以

法行パ
とトの成 等のンその

も

とト
のン
もセ

うー
行パ

とト
のン

もセ
うー
行パ
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成札

平表
別

警

月東

４面

年方

日察

月
二
十
六
日

金

曜

同 ら３来丁

８番
穂３

同苗目

東条

９３で１目

東丁
区３号

同ま

１番
穂３

同苗目

東条
丁古伏ら５

東丁
区３号

同ま条

条番

同６１
東
号 東

か目に

北目
区丁

同ででで東

中
項

の
署

日 丁

丁目条、目 号 ５丁８目

区ら 北 目ま及東東か 以

、東穂北東 ） までび苗

で
、東雁町
９びか目

東雁来並条丁
北で

来７条にらま

雁来

、

６条の東

条１１雁

１丁丁来条北

丁目目町ま

条丁の丁か
目、及で条

５

道のか目２目ら

国で

目ら丁

５東１ら、丁か

苗苗か５目

号区丁東東

苗か穂穂ら丁ま

以東目

４目で

南
）穂ら

目で伏

６３条条丁ま、

目でらま、古

条丁まか

か
らまの東で伏
３

東で２苗、古条

苗、丁穂伏
古条丁

で２目７古５条

穂東目

で

目の丁か条８丁ま

丁

まの

ま東１目らま条目
らで１

で区丁か５でか

目２伏、丁

東目ら丁の

ら丁ま丁古東目

苗か５

雁及

穂
１３目で目

１東

条丁ま、か条来び

５で条雁

か目で伏らま

伏３丁のか来

らま、古

苗、古条目１ら町

東で

、本

穂伏２かま丁東の

丁ら 、、、

１

北北北丁目北北町

４５ 東６目ま

及

条条 区条まで条条条
びび

東東 苗及で、ま及

穂び、北で

町 丁丁 町北北９の北本

１７８条東
条２ 目目 丁条条東
丁の条 かか 目の東
丁目東の らら か東

１ 東東丁目及 ら

丁目、び丁丁

北

丁目か北東目目 丁丁

原
上

長
部
本
察
警

道
海

２道東東

か東び国のの
苗

札

ら雁

２目 ８苗及条
穂

苗
東

条穂びま条丁か 来部

５古条らで目雁一 目目

穂
苗

条１３伏、か

並か 目から

を

まままら東条丁びら

条
８

穂
同苗

珠
丘

男
都
美

穂３

同苗目

東丁
区３
東

１番

東条

条番

同６１

東丁
区３号

東
号 東

番
３

北目
区丁

号

同
東
条
東

４４目で

北目
区丁

同ま

目目で伏

で条丁丁ま、

東１らまま、古

のか

区丁東でで伏
及

東目苗、、古条

苗か穂東伏

一 苗古条び 穂ら

九 ２伏 ６３条穂

七 条丁古 条丁ま

か目で条１目
目らの

らまのの丁か条

条丁古伏ら５

東で１２

同ま

ま道

で２目７古５条国

の丁か条８丁

東１目らま条目で
１号

区丁か５でかまの
、丁以

東目ら丁のらで
古東目南

苗か５目２伏
雁及）

穂ら丁ま丁

１３目で目

１東

条丁ま、か条来び

５で条雁

か目で伏らま

伏３丁のか来

らま、古

か目町目

東で

ででで東
丁ら、１ま 、、、

並

北北北丁目北北条で
及 ４５６目ま

に

条条条まで条条びび
町雁

東東及で、ま及本

び、北でび

町 丁丁北北９の北２来 条 ７８条東
条の 目目条条東
丁の１ かかの東
丁目東丁 らら東

目 東東丁目及

目１丁布

の丁の４烈同

、丁目北

東

か丘線区

丁北目、支東

号穂

、珠ら珠３苗

目丘
丘条丁、線町

北２４町
ま町東丁

珠か目栄以１

並か

条北での）目

１ら
丁珠北部びら

２丘、一

東丁
目 丁丁

欠東

かか目び

目目丁及

らら
東東）
北丁
目 丁丁
まま及北

目目条、

ででび

、北条
及

丁

苗、丁丁か５３

北東

か５目目

穂東目目ら丁

苗か

１ら町

条穂らら丁まか

かま丁東の

苗、古条目

古条らで目雁一

穂伏２

条１３伏、か来部

５

丁目、び丁か

目目
目か北東目ら 丁丁

、 から

ままら東条丁本丁

目５丘に

６道沼目

及条珠市中丁

」

３で条烈町ま

びま

条び

条丁の北

の目東
条 東、
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２ 同
東地

条番

東
北目

区丁

欠か条ま条目の

同
目

区丁号

東４２
東番

条

琴同８

北

同１丁

３
条番
東
号

ら５丘西町号

目
丁

び東
北

区
東

同

同 来丁
月
二
十
六
日

番
３

目

金号

曜

）ら及で東及東条

ら３

北東び８び９及 、

北東丁東丁び
目北 目 条丁
か目条丁か丁の
部の

らまの目ら目一条

）東

北で東及東欠

８び、 条東丁東丁北旧
琴丁 目 目 ま

川か

で丁か丁ま条似目

欠び以ら

の目ら目で及

東欠東
）東北東東

及川

丁 丁目条条似

８）

から東び以東
目 目かの

ら 区ら東２北東区
か 東

を北東 北東７丁

７丁目条除
。か丁

条丁目かのく条

東９）ら目

か目まら東

北で、８丁北ま

らまで

で 、北丁目
目の条 条北
条ま一ま東 ま
で条及で部で

条栄以

条４条珠５、線

目で条ま町東

の丁ま６

まの４での）

東

１部び

丁で１丁の一並

、北目、丁に

目、丁目
及道沼

北丘か中目市中

２４西び烈町

丘珠ら沼
条丁布

１条丁１２烈

珠

支

２らまか目北

条か目

丁北でら、

丁丁丁東 ８目

丁 号 条、目目目

北 及東東かかか丁目 以

び ） び苗区ららら目及
）東

東穂北東東東欠

雁町
来並条丁丁丁、
目

９びか目目目北丁

条にらままま
及北

の東北ででで条、

、、 １雁
丁来条北北東び
北条 目町ま

及 及で条条丁

日

で、
まで

目ま
丁目

５丁
６条
来７
雁来
東雁
、東

、 目、
丁目
１丁
条１

、） 丁北丁北、 丁条北丁 目 目
協１

適成札調警警

の平入

定

に達察察 用
受４すす

を年付を官官

び、の丁

け月るる男男

の東
東２北北旧東目

北

次な

に

海

のお

改

道

と、

め

警

おこ

る

察

りの

。

本

指入 部

名札 告

北沼珠３

目丘、中丘線
東

栄

」

か珠 の北

び国ののの目条び

を
２道東東東及

事物性性

ら雁
か東

西
栄

る

夏

等用用

。日項品））
衣衣

称上上

名服服

の夏
び
及

競に

））

量袖袖

数長半

示

争係 第

入る
札調 号

達
下、

以は
入

と月
」４
札年

い

２ 同
条番
東
号 東

１

北目
区丁

同
条番
東

北目
区丁

東４号

長
部

本
察

警
道

海
北着着

町東。マ
う日

上

目一除をケ

丁のを）ラ

ら。施ュ

か部く実シ

道る作

東市）すで

ま布れ

目烈さ

丁烈。成

）線府

欠支政

で北た

欠ま ま条丁目

の

丁 での目か丁）で条

目 東欠ら目、

８

ま 東８）東欠北東東

） 丁、で

丁目北丁、条丁丁

目北の目目 東 目か

東及か 欠ら条ま

東 丁 ）東及で条８びら

びの丁東 、目 北丁北東東目

８か丁丁 及 目

欠
条ま条丁丁ら目目 び

）

同１北で同８
丁 丁

か 東かま東北
目 目条、

ら 区らで区

の 東

北東の北条

７東
目丁か８ 丁

条丁２条東

北目 ま

らま目ら丁 目

か

か で

北でか
、ら

条北東条ら

栄以
、線

で号
ま３
目線

のを
町東

一一除

九部く

八。

３調

男
都

美
原

烈
道
市）

栄以関

に線に

び号達

並 の目目東欠ま 東

」る
す

及で

）で び東及か

北東８びら丁、 丁

丁東東目目北東

７ま東 東 ま
で条丁で

ま東目目

のか目の丁 丁

」

支
北
布
烈

東ら



示

７
一この 保以

連の予 条 証入下

平 に 金札の契定

成 お を保政調約時

十 い 納証令達に期

四 て 付金」契よ

年 準 すのと約る

四 る納いに調

北 海

６
入

札に
下 札 札

入開開入以

保 札札

税 し
証費 日場日加

消 参
等 時所時金よ

道 公 報

４５

海話札入

査契北北電入

入条道道番執

に納約海

の

じす項札警号行札

応
らるを幌察

場場 れ物示市本

及所

る品す中部－所

こ等場央総

第

３

務

道名札則日

次格指入規

成有がさに」本

の平を
す行れ参と国

い
ず

うに

れ年るうる加い内

めよ。お

に北こ指たし

。競にう）い

も海と名

該道

号

２

入入参

達に

調納納札
入

者

物る

る期場す

す加

を

用 品日所

月 す こ付う関達

二 る との。す後

十 財 。免）るに

六 務 除第事お

日 項い 規 、

て

方達 の第 付調 条則 納

が 法に金

い はか定 お 等条予

曜

」 う

準 地第れ て 、らさ

す
と と

う 区成ににる
い 場央平
同同者。 郵北

。。、
） 送２年じじは

の
当 よ西月そ

相 に条６

額 る７

見
含 合目の

を 場丁日者
。 、北後積

む は午

び

必北部日 － とに所区務

。

時北 要２会

海

７札 内 す西課道

と条計

市

生丁幌 線 る
地目

中 の

第て

受２

を北

給区

供央

、

当告争必と

す示入要す

契

に要者約 条 る第札なる
の こ

す、当 基 と号関件は担

海等 に はる北者 準 。又

財求 づ 成名道の 基 平指
をく

の 北止規に 次 年停務め

要

の必

等に

要 海さ則よ

担資

様成約な

仕平契

等
６が

入月等
９者

年当格

にる

書す

明定

説日指

札

日 る 方

物 用
で 法等 るま 治品 す条 自

称 第定 行名 令の 施の 政
め 令

、 る
７及 こ 和の量 と 昭条数

ろ
財の よ 政びそ に 年及び

の 道時っ
） 郵海１も

令

た

便
警 番
察分契

本約分 号
部郵金の

総送額５

務にに －

相 部よ消

会る費当

海
課合及る 北
計場税す

け条

、地以 道
）はび額

北

と
こ目

る丁

れ７

ら西

れり

１
部
本
察
警
道
海

。

件 道

該 示い和海 に 告て昭北
道 当 第な

る 号こ北察 す ９い年警
と 規。道職 こ にと海の

る第立

す則の 。 定規員
会 物

る所

よ場

の。の

品号い

規札 。 第務入 る

。

、第公

号則の
落で約

る捨税相者契

イ

た業す札あに

額て事当

かす

加金者る者る関

を

幌

必方上 札

算額で金と

中税札

）費入 市

着消の
札落

提開入示入

た公ア
額
札 出の、定金

札札に

階
場に務る等
決 時財め

会
札
入

入こすまれ
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